
8 ◇災害ボランティア活動保険の加入手続きは、当ボランティアセンターへ◇

自然災害の被災地における
ボランティア活動保険の
加入・更新手続きについて
保険プランは、基本プラン 350 円と天

災・地震補償プラン 500 円があります。
加入手続きは、３月よりボランティアセ
ンターにて受付けます。補償期間は４月
１日～令和７年３月 31日、中途加入の場
合は加入手続き完了後から令和７年３月
31日となります。

災害時には特例で WEB によるボラン
ティア活動保険の加入ができます。
休日等で地元の社会福祉協議会で加入

できなかった方は、ネットからお申込み
ができますのでご利用ください。
なお申込いただく前に、災害ボランティ

ア活動先のホームページをご覧いただき、
ボランティア募集範囲・要件等をご確認
ください。

詳細は右記の二次元
コード全社協 被災地支
援・災害ボランティア
情報で確認できます。

ご案内
鎌ヶ谷ボランティアサークル

たんぽぽ
当団体は、高齢者施設の清掃や利用者

さんの手伝い、福祉施設での保育や行事
のお手伝いなど、施設ボランティアグルー
プとして、昭和 60年発足しました。
現在は、市内の保育園や福祉施設など

からの依頼による布製品の作成、玩具や
日用品 (布製品 ) を制作しています。

保育園から依頼のお人形と着せ替えのスカートやバッグなど

布製品に限り依頼を受付けていますの
で、ご連絡・ご相談ください。

報告　スキルアップ講座
～心と心をつなぐ　コミュ力を学ぶ～
講義は、岩谷幸治講師より「５つのテーマ」、福祉

を志したきっかけ・よりよい人間関係を築くには・
コミュ力を上げるコツ 5つ・幸せとは　これらから、
たくさんのコミュ力ＵＰのヒントをいただきました。また実技では、HARU先生アレンジの「カマケンサンバ」
を直々にご指導いただき、心も身体も満たされた講座となりました。

集めています
ボランティアグループや施設で活用されます。ご協力をお願いいたします。

⃝�使用済み切手　　⃝花の苗や種　　⃝ウエス用布 ( 不要になったシャツやゆかた、シーツなどの布類。�
布地は、裁ちばさみで裁断できる厚さ )
ボランティアセンターへお持ち込みのみ受け付けます。ご協力をお願いいたします。

※上記以外の物品等につきましては、お受けできないことがありますので、事前にお電話でご確認をお願いします。
全社協 被災地支援・災害

ボランティア情報

　ボランティアセンターでは、福祉に係るボランティア活動を推進しています。
　現在、グループまたは個人でボランティア活動をしている方を対象に、ボランティアセンター登
録のボランティアを募集しております。登録と同時に、安心して活動できるよう任意でボランティ
ア保険に加入できます。
⃝高齢者施設や障がい者施設などの福祉施設、地域等で活動していること
⃝有償ボランティアではないこと　など
　登録には条件があります。詳細につきましては、ボランティアセンターへお問い合わせください。

鎌ケ谷朗読「はなしの小箱」に入会して　　阪本　悦子さん
　入会して半年が過ぎました。研修では、発音の練習、読み方のマニュアル、文学作品では作者の
意図をくみ取って読む大切さなど、会員のみなさまの熱心に学ぶ姿勢を見て、改めてただ読むだけ
ではない、聞く方にとって耳触りのよい読み方、理解しやすい読み方など、配慮しながら読むこと
の大切さを学んだように思います。これからも、皆様に教えていただきながら少しずつ皆様に近づ
けるよう学びを重ねていきたいと思います。これからもよろしくお願いいたします。

鎌ケ谷西高校吹奏楽部
　吹奏楽部顧問の杉本先生はじめ部員 3名が、高齢者施設で演奏会を開催しました。フルート、ユー
フォニアム、キーボードによる映画音楽メドレーや昭和歌謡を演奏しました。演奏の他、楽器の名
称や特徴などの紹介や、利用者さんとのふれあい活動をとおして、ボランティアデビューしました。
演奏後、利用者さんからの「アンコール」に応え、「花は咲く」を演奏し、ゆったりした時間を過
ごしました。

ボランティアデビュー紹介

録音された演奏と違い、生演奏は耳だけでな
く身体全体で感じることができます。学生の
ため、活動できる日が限られますが、できる
限り楽器の音色を届けていきたいです。 顧問の杉本先生

ボランティア募集ボランティア募集

　鎌ケ谷市社会福祉協議会では、昨年 9月東部小学校
5年生を対象に、福祉とはいったい何なのか、どのよ
うなことが福祉に当たるのかなど、「福祉」についてお
話させていただきました。
　また、10月には清田尚子さんを講師に「アイマスク
体験」を実施しました。ボランティアセンターに登録
の「ゆうゆう四季の会」、さまざまなボランティア団体
で結成された「ボランティア連絡協議会」の協力の下、
体験の他、清田さんやボランティアとの交流も深める
ことができました。

お
手
紙
　
紹
介

講師の清田さんと協力団体に
「福祉体験お礼のお手紙」をいただきました。

学んだことを下級生へ伝え、福祉の輪が広がるよう取り組みました！

紹介  広げよう！東部小から福祉の輪！ 広げよう！東部小から福祉の輪！

HARU先生岩谷幸治講師

通信
総合福祉保健センター5階
問い合わせ TEL（442）2940

FAX（446）4545
開所時間

月～金曜日：午前9時～午後4時

ボランティアセンター登録状況
（令和6年1月末）

・団体（33団体） …………… 866名
・個人ボランティア………… 155名
・合計……………………… 1,021名

ボランティアまめ知識


